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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国・欧州では、景気は回復基調を示しているものの、アジア

ではやや減速傾向にあります。 

わが国においては、政府による経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に、個人消費や雇用環境の改善がみられ、

緩やかに景気は回復傾向で推移しました。 

物流業界におきましては、円安基調が続くなか、企業の生産ラインの海外シフト化による製造部品や製品の輸出

入の取扱いが低調であり、経営環境は厳しい状態に終始しました。 

このような状況下にあって当社グループは、国内において、神戸市の物流センターが稼働を開始し、また海外に

おいて、新たにミャンマーのティラワ地区に総合物流事業を行う合弁会社を設立し、同国における当社既存の物流

会社と連携するとともに、海外におけるネットワークの更なる強化を図りました。これらの施策により、国内外の

拠点網を駆使したサプライチェーンを活用し、顧客のニーズを取り込んだ「上組デザイン物流」を推し進めるとと

もに、徹底したコストの削減に取り組んでまいりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は前年同期に比べて0.1％増収の606億56百万円となりま

した。一方利益面におきましては、基幹情報システムの新規構築、稼働による減価償却費が増加しましたので、営

業利益は前年同期に比べて5.7％減益の56億46百万円となりましたが、経常利益は配当収入の増加などにより、

1.2％増益の63億54百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べて8.1％増益の43億73百万

円となりました。 

 

各セグメント別の事業の状況は次のとおりであります。 

 

［国内物流事業］

国内物流事業におきましては、青果物の取扱いが好調であったものの、飼料原料や自動車の取扱いの減少をカバ

ーできず、国内物流事業部門の営業収益は前年同期に比べて0.4％減収の508億7百万円、セグメント利益は5.3％減

益の52億円となりました。

［国際物流事業］

国際物流事業におきましては、三国間輸送貨物の取扱いが減少したことにより、国際物流事業部門の営業収益は

前年同期に比べて2.8％減収の78億92百万円となりましたが、輸送費用等のコストの削減に取り組み、セグメント

利益は4.2％増益の2億88百万円となりました。

［その他］

その他の事業におきましては、企業の設備投資意欲の高まりからエネルギー関連や建設及び機工関連の受注が順

調となったほか、不動産賃貸事業も堅調な推移を示したことから、その他の事業部門の営業収益は前年同期に比べ

て4.1％増収の45億28百万円となりましたが、設備投資関連工事の受注競争は昨年にも増して激化し、セグメント

利益は27.8％減益の1億56百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、「有価証券」が減少したものの、「現金及び預金」「有形固定

資産」、及び「投資有価証券」が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて20億9百万円増加の3,558億

74百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、流動負債の「その他」に含まれる「未払費用」が増加したも

のの、「未払法人税等」が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて12億96百万円減少の546億円とな

りました。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益による「利益剰余金」及び

「その他有価証券評価差額金」が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて33億5百万円増加の3,012億

74百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は、84.6％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期の業績は概ね計画どおり推移しており、平成27年５月11日に公表いたしました第２四半期連結累計

期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,207 19,128 

受取手形及び営業未収入金 41,401 41,192 

有価証券 27,998 25,000 

たな卸資産 1,544 1,329 

その他 7,814 8,433 

貸倒引当金 △55 △55 

流動資産合計 96,910 95,029 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 100,196 101,356 

土地 88,081 88,211 

その他（純額） 18,854 20,443 

有形固定資産合計 207,132 210,011 

無形固定資産 8,729 8,825 

投資その他の資産    

投資有価証券 31,841 33,057 

その他 9,595 9,287 

貸倒引当金 △343 △335 

投資その他の資産合計 41,093 42,008 

固定資産合計 256,955 260,845 

資産合計 353,865 355,874 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 24,990 23,981 

未払法人税等 5,248 2,437 

賞与引当金 146 224 

その他 10,506 12,592 

流動負債合計 40,892 39,236 

固定負債    

役員退職慰労引当金 20 21 

船舶特別修繕引当金 3 4 

退職給付に係る負債 14,065 14,198 

その他 913 1,137 

固定負債合計 15,003 15,363 

負債合計 55,896 54,600 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 31,642 31,642 

資本剰余金 26,854 26,854 

利益剰余金 246,874 249,460 

自己株式 △14,028 △14,030 

株主資本合計 291,342 293,926 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,995 7,705 

為替換算調整勘定 65 62 

退職給付に係る調整累計額 △484 △470 

その他の包括利益累計額合計 6,576 7,297 

非支配株主持分 50 50 

純資産合計 297,969 301,274 

負債純資産合計 353,865 355,874 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業収益 60,570 60,656 

営業原価 50,645 50,693 

営業総利益 9,924 9,963 

販売費及び一般管理費 3,938 4,316 

営業利益 5,986 5,646 

営業外収益    

受取利息 21 24 

受取配当金 221 476 

持分法による投資利益 19 90 

その他 50 143 

営業外収益合計 312 733 

営業外費用    

為替差損 13 － 

その他 4 26 

営業外費用合計 17 26 

経常利益 6,281 6,354 

特別利益    

固定資産売却益 6 5 

補助金収入 － 182 

特別利益合計 6 188 

特別損失    

固定資産除売却損 12 17 

投資有価証券評価損 － 2 

特別損失合計 12 20 

税金等調整前四半期純利益 6,275 6,522 

法人税、住民税及び事業税 2,137 2,397 

法人税等調整額 90 △249 

法人税等合計 2,227 2,147 

四半期純利益 4,047 4,374 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,045 4,373 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 4,047 4,374 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 604 710 

為替換算調整勘定 △14 △2 

退職給付に係る調整額 △0 13 

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 △1 

その他の包括利益合計 586 721 

四半期包括利益 4,633 5,095 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,631 5,094 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 1 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
国内物流 
事業 

国際物流 
事業 

計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 49,315 7,571 56,886 3,683 60,570 － 60,570 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
1,704 546 2,250 666 2,916 △2,916 － 

計 51,019 8,117 59,137 4,349 63,487 △2,916 60,570 

セグメント利益 5,491 277 5,768 217 5,986 0 5,986 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、重量建設機工事業及

び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額0百万円は連結消去に係る決算調整額です。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
国内物流 
事業 

国際物流 
事業 

計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 49,425 7,415 56,841 3,815 60,656 － 60,656 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
1,381 476 1,858 712 2,571 △2,571 － 

計 50,807 7,892 58,699 4,528 63,228 △2,571 60,656 

セグメント利益 5,200 288 5,489 156 5,646 0 5,646 

（注）１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、重量建設機工事業及

び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額0百万円は連結消去に係る決算調整額です。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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